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札幌コミュニティドームにおける屋根雪の滑雪特性 につ いて

○苫米地 司,細川 和彦,山 口 英治,伊東 敏幸  (北海道工業大学)

1  は じめに

膜構造建築物 に用 い られる膜材 (四 ふっ化

エチ レン樹脂 コーティングガラス繊維布)は ,

可視光範囲の透過率が高 く明るい空間を創 り

出す ことができる。多雪地域の膜構造建築物

は,こ の膜材の特徴 を有効 に活用するため ,

膜面裏面に温風 を吹き付 けるなど熱エネルギ

ーを与えて「融雪と滑雪」 とを併用 した屋根

雪処理 (以 下, この屋根雪処理方法を「融滑

雪」という。)を 行い屋根面 に雪が残 らない

ような工夫 を行 っている。 しか し,こ れ らの

多 くは,積極的に屋根雪処理を行わない建築

物 と同等の荷重評価 を行 って いるのが一般的

である。 この原因は,こ れ まで多雪地域 に膜

構造建築物の実績が少な く屋根雪の処理方法

に関する有効性が十分に把握 されていないた

め と考える。

本研究では,膜構造建築物の合理的な屋根

上積雪荷重の評価 を行 うことを目的に,札幌

市 に建設された札幌コミュニティ ドームを対

象に滑雪状況に関する連続的な観測を行 った。

2 礼幌 コミュニテ ィ ドームを対象 と した滑

雪状況の観測方法

札幌 コミュニティ ドームは,二 重膜構造で

外膜 と内膜 との間に温風 (温 風の吹き出 し温

度約 60℃ )を 送風 して屋根雪を融滑雪および

融雪処理する計画 となっている。滑雪状況の

連続観測は,図 1に 示すように ドームか ら約

50m離 れた集合住宅の 8階か らタイム ラブス

ピデオを用いて行った。観測 した屋根面は ,

図に示すように冬期間の主風向の風下側で南

東に位置する部位である。観測期間中の気象

条件は,同 ドームに隣接する丘珠空港の気象

観測資料 (1996年 12月 16日 ～ 1997年 3月 21日 )

を用いて整理 した。 この観測期間中の 1997年

2月 14日 ～ 27日 の間,図 中に示す 8点 の膜面

裏面温度を 10分 ごとに熱伝対を用 いて測定 し

た。なお,観測期間中は,温風が送風 されて

いない状況であった。

3 札幌コミュニテ ィ ドームを対象とした滑

雪状況の観測結果

タイムラプスピデオによる滑雪状況の観測

結果 をみると,屋 根雪の滑雪現象は95回 観測

された。 これ らの滑雪状況 を時刻 ごとに整理

すると,滑 雪現象の発生頻度は屋根勾配の差

異によ りやや異なっている。屋根勾配 30° の

部位では 6時 ～ 10時 の間に集中し,屋根勾配

20° の部位では 10時 ～ 14時 の間に集中 し,屋
根勾配の大 きい部位で早い時刻 に滑雪現象が

発生 している。 この状況 を外気温 の推移 に対

応 させ ると,外気温の上昇に伴 つて滑雪現象

の発生が多 くなっている。 この傾向は屋根勾

配 20・ において顕著で 日最高気温 に達す る時

刻に発生頻度が最 も多い傾向を示 し, 日最高

気温が滑雪現象の発生を示す一つの指標 にな

り得 ると考える。

図 2に 滑雪時の外気温 と日降雪深 との関係

を示す。外気温は 1時間毎の観測のため,滑
雪現象が発生 した時間に最 も近い時間の値 と

した。図のように,両者の関係は大きなバ ラ

ツキを持 っているが,図 中に示 した実線がそ

れぞれの屋根勾配における滑雪現象発生の境

界値 と考えることができる。屋根勾配 20° の

境界値 をみると,外気温が低 くなるに伴 い 日

降雪深が大きくなっていることか ら,滑 雪現

象の発生は外気温の他に降雪深 にも依存 して

いる と言える。屋根勾配 30・ の境界値をみる

と, 5℃ 前後の滑雪現象は 日降雪深の大小に

関わ らず発生していることか ら,滑雪現象の

発生は屋根勾配に依存 していると言える。

図 3に 屋根勾配 20・ の部位 における外気温

がマイナスの範囲での滑雪時の外気温 と膜面
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裏面温度 との関係を示す。図のように,滑雪

時の膜面裏面温度は 0～ -12℃ の範囲に分布

し,外気温の上昇に伴 い膜面裏面温度 も比例

的に上昇する傾向を示す。 これまでの筆者 ら

の室内実験 においても,本観測で得 られた滑

雪時の膜面裏面温度 0～ -1.2℃ の範囲で分布

し,外気温の上昇に伴 い膜面裏面温度 も比例

的に上昇する傾向を示す。 これまでの筆者 ら

の室内実験 においても,屋根葺き材 と屋根雪

との界面に発生する滑雪抵抗 として最 も大き

な影響を及ぼす到着現象は本観測で得 られた

滑雪時の膜面裏面温度 と同様の温度範囲で不

安定な状況 となる結果が得 られている 1)。 ま

た,95回 の滑雪現象を滑雪時の外気温 (t)

別 にみると, 0℃ <tで 29回 ,-2℃ <t≦ 0

℃で30回 , t≦ -2℃ で36回 発生 し, 0℃ 以下

で全体 の69%を 占めている。従って,本 ドー

ムのよ うに十分な屋根勾配 を持っている場合

には外気温および膜面裏面温度がマイナスの

範囲でも滑雪現象が十分に発生すると言える。

4.ま とめ

本研究では,膜構造建築物の屋根上積雪荷

重の適正な評価 を行 ことを目的に,札幌市に

建設された札幌 コミュニティ ドームを対象に

滑雪状況 に関する連続的な観測を行 った。

その結果 ,膜構造建築物は,屋根雪処理が

有効に作用 しているため,制御積雪荷重を用

いることが十分に可能 と考える 2)。
融滑雪に

よる制御では,融雪装置の信頼性の関わる作

動性能 と管理運用計画を十分 に検討すること

で,制御積雪荷重を用 いることが可能 と考え

る。 自然滑雪による制御では,屋根勾配 20°

以上であれば外気温および膜面裏面温度が 0

℃以下で も自然滑雪が発生 していることか ら,

各建設地の 日最高気温 0℃ 以下の連続 日数を

基に増分積雪深の再現期待値 を制御積雪荷重

として設定することが可能 と考える。
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札幌 コミュニテ ィ ドームにおける観測
方法の概要
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図 2 滑 雪時 の外 気温 と
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